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1 ，　　 は じめ に

　 H ．　Henning の 味の 4 面体（the　taste　tetrahedron ）

に代表され るように、基本味は甘鹹酸苦の 4 つ に区

分 され るが 、日本に は それ以外 に独特 の 旨味が ある。

昨今で は、旨味の レ セ プタ
ーが発 見され た こ ともあ

り、「ウマ ミ1 は ili二界共通語と して注目される味とな

っ て い る。旨味は 、日本が美味 しい 水に恵まれ て い

る こ とが大き く関わっ てい ると言われ、料理人は 「水

の 味を使い 分ける舌を持つ 」 と言われ る位、日本人

は繊細な味覚を大切に して きた国民 と言える。 従 っ

て、日本には味を表す言葉が数多く存在してい る
1）

。

　　方、食物 の 美味 しさは、五感を通 して判断され、

中 で も視覚は重要 で あ り、 特 に色は直接我 々 の 食欲

に働きか け、様 々 な影響を及ぼすと言われ て い る。

先に、我 々 は数種 の テ
ープル ク ロ ス をか けたテ

ーブ

ル の ヒで 、 廿味濃度の 異なる紅茶を用 い て 目
’
味嗜好

の 官能検査 を行 い
、 テ

ーブル ク ロ ス の 色に よっ て甘

味嗜好濃度が異なる こ とを報告して い る
2）

。また、味

の イメ
ージ は国や年齢、時代な どによ っ て 異な り

31

4 ）

、味 と色には様々 な関連性 があるこ とが確認されて

い る．
一

方、奥 田 ら
ft］

は、 5 味か らイメ
ージす る色

は 、年齢 ・性別に か か わ らず共通し、甘味 か らイ メ

ー
ジする色は ピン タ ・赤 ・オ レ ン ジ、塩味 で は 自 ・

青と報告 して い る。しか し、日本に は甘味 や 塩味を

表す言葉は多数存在 して い る
1 ；

。そ こ で、基本味 の 中

で も使用頻度の 高 い 甘味 と鹹味 を表現す る言葉の 種

類に よっ て 、連想する色 に違い があ るか どうかを 日

本の 大学生 を文橡 に ア ン ケー ト調査 を行 っ た。

2 ，　 調査方法

　　　　　　　【甘味に関する調査】

　 PCCS 　Harmonic 　Color　Charts　201−L の 中の

9色相 （赤、赤橙、黄橙、黄、黄緑、緑、青、紫、

赤紫） 5 トーン （ペ ール 、ラ イ ト、 ソ フ ト、ダル 、

ビ ビ ッ ト）を用い て、有彩色 45 色な る カ ラ
ー

チ ャ
ー

トを作成 し、日本の 大学生 212 名　（男性 ：112名、

女性 ： 110 名）を艨 にア ン 妊 ト調査を行 っ た。

被験者は、甘さを表す 6 つ の言葉 （甘 っ た るい 、ほ

ん の り甘い 、濃厚な U’さ、甘酸 っ ぱ い 、さわや か な

甘さ、苦甘い〉に つ い て 、自分の イ メージに最も近

い と思われる色をカ ラ
ーチャ

ー トか ら選択した。

　　　　　　　【鹹味に 関する調査】

　 PCCS 　Harmonic 　Color　Charts　201・L の 中の 12

色相 （赤、赤橙、黄橙、黄、黄緑、緑、青緑、緑青、

青、青紫、紫、赤紫） 8 トーン （ラ イ トグ レ イ ッ シ

ュ 、ペ ール 、ライ ト、ビ ビ ソ ド、ディ
ープ、ダーク、

グ レ イ ッ シ ュ 、ダーク グ レ イ ッ シ ュ 〉の有彩色 96 色

と、無彩色 8色の 計 104 色か らなるカ ラ
ーチ ャ

ー・一ト

を作成し、日本の 大学生お よび調理 師専門学校生 169

名 （男性 ：66 名、女性 ： 102名）を対象にア ン ケ
ー

ト調査を行 っ た。被験者は、鹹味を表す 6 つ の 占葉

（塩味、塩辛い 、ほ ん の り塩味、まろや か塩味、磯

味、甘が らい）につ い て 、自分の イメージ に最 も近

い と思われる色をカ ラ
ーチ ャ

ー トか ら選択し た。

　 調査期間は 2003年5 月〜11月 （甘味）お よ び 2005

年 10 月
〜12月 （鹹味）、統計処理は SPSS （13．Over）

を用 い て 行 っ た n

3
，　　 結果お よび考察

　　　　　　【甘味に関する調査結果】

  甘さの 強弱 を表す言葉 と色彩イメ
ージ

　　「甘っ たるい 」 で は 、 赤や赤紫 の ライ トト
ー

ン が

特 に多く、続い て 同色相 の ビ ビ ソ ドト
ー

ン が選択 さ

れ た。 しか し男女別 に見ると、 女性 は赤や赤紫 の ラ

イ トト
ー

ン を多く選択 した が、男性 は選択する色相

に広が りが見 られ た。
「濃厚な甘 さ」 では赤紫の ビ ビ

ッ ドが最も多く選択され、続い て 赤系の ダル ト
ー

ン

が選択 された 。 選択 された色相は、赤〜黄、紫、赤

紫に集中 し、青や緑は ほとん ど選 択され なか っ た。

「ほ ん の り甘い 」 で は ペ ー
ル ト

ー
ン に集中 し、赤〜

黄橙の 色相が多く選択 された 。
「ほん の り」の 言葉の
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意味が、ペ ー
ル ト

ー
ン の 持つ 「薄い 、弱い 1 とい う

イ メ
ー

ジと　
．
致 して お り、甘さの 弱 さ＝彩度 の 低さ

とい う概念を持つ 人が多い こ とが示 唆 された。「さわ

や か な甘さ」 で は 、トーン別に 見 る と、ペ ール ト
ー

ン 、ライ トトーン の 1幀に選択され、色相で は紫、赤

紫を除い て ほ ぼ平均 し て選択され た。甘さの 程度 に

よ り、選択される色相や トーン が こ となる 二 とが示

唆され 、「甘っ た る い 」 で は、男女差がある こ とが示

された。

  他の 味を含む甘味を表す言葉と色彩イ メ
ージ

　　「甘酸っ ぱい 」 で は 、色相で は擡や黄、　トーン で

は ライ ト トーン や ビ ビ ッ ド トーン など が多 く選択 さ

れた。男性は黄の 色相に集中したが、女性では赤や

橙の色相 も多く選択 され た 。
「苫甘 い 」 では、全体に

ダル ト
ー一

ン
、

ソ フ トソ
ー

ン が多く選択 された が
、 色

相は最もばらつ きがみ られ、茶色や オ リ
ーブに近 い 、

中彩度 ・低明度の もの が多く選ばれ、「苦い 」 の 色の

バ リエ
ー

シ ョ ン の 多さが示唆された，

　 甘味か らイ メ
ー

ジされる色彩は、ピ ン ク、 赤 、 オ

レ ン ジな どの 暖色 系で あると報告 され て い るが、甘

さの 種類に よっ て イメ
ー

ジする色 と 1・　L−．一ン に違 い が

あ り、男女による違い も認められた 。

　　　　　　　 【鹹味 に関する調査】

  鹹味の 強弱を表す言葉と色彩イ メージ

　 「塩味」か ら連想され る色は白が最も多く、次い で

黄、緑青、青の 色相が、 ト
ー

ン で はぺ ・−V レ、ライ ト

が多 く選択された。白は塩 の 色、青は海や塩 の パ ッ

ケ
ー

ジの 色、黄は ス ナ ッ ク菓 了や そ の パ
ッ ケ

ー一
ジを

イメ
ー

ジした とい う回答がみ られ、食品 の パ ッ ケ
ー

ジ色の イ メ
ージが経験的に影響する こ とが示 された．．

また、男女別で は 、男性で は 自が高選択率で あ る の

に対 し、．女性で は他の 色 も選択され、イ メ
ー

ジの 広

が りがみ られた。次に 、やや強い鹹味を表す 「塩 か ら

い 」で は、選択される色にばらっ きがみ られ、「塩味」

に 比 べ て ベ ー
ル トーン の 選択率が減少 し、ビ ビ ソ ド、

ディ
ー一プ ト

…
ン が選択され る傾向 が み られ た。また、

「塩味」か らほ とん どイ メージ されなか っ た赤の 色相

が 10 ％程度選 ばれ、強い 鹹味で は、 ト
ー

ン が濃く

なるだけでなく、新たな色の イ メ
ージが現れ るこ と

が示 された。弱 い 鰔味を表す「あっ さ り塩味」「まろや

か塩味」で は、同答がベ ー
ル 、ライ トト

ー
ン に集中し

た。ペ ー
ル ト

ー
ン は、「やわらかい ∬や さしい 」など

の 理 由か ら選 ばれ、ペ ー
ル ト

ー
ン の 「薄い 、弱 い 亅

とい うイメージ と
一
致 して い た。

  他の 味を含む鹹味を表す言葉と色彩イメ
ージ

　「磯味」 ではデ ィ
ープ、ダー

ク、グレ イ ッ シ ュ ト
ー

81

ン の 黄緑 〜 青の 色相が 選ばれ た。「磯」か ら海藻 の 深

緑が連想 され てい た。「甘が らい 」で は赤か ら黄橙の

色相に 回答が集中し た。こ れは煮物な ど甘半い 味 の

食べ 物 か らイ メ
ージ した もの と、目

’
い とい う言葉か

ら、ピ ン クや赤をイメ
ージ した とい う 2 租噸 の 理 由

がみ られた。塩味か らイメ
ージされる色 は 白 ・青と

報告され て い るが
、

「まろや か塩味」 「磯喇 「甘が ら

い 」 か らは 白がイ メ
ージされず、白は塩その もの の

イ メ
ー

ジで しか なく、料理 の 味わい として の 鹹味か

らはイメ
ージ されに くい 色で ある こ とが 示唆され た。

4 ，　　 まとめ

　人は 色覚か らも味の 頁則をして い るが、そ の 感覚

は、単に食品自体の 色か らだけで な く、 そ の 食材 の

生育環境や商品パ ッ ケ
ー

ジの 色、料理 の バ リエ
ー

シ

ョ ン か ら も経験的に刷 り込 まれ て い る こ とが示 され

た。よっ て、男女で 食する頻度や好みが異なる場合

に差異を生 じ るもの と考えられるe また、味覚には

代償作用（oompensati 。n）
61

があ り、凵鹹 酸苦の い ず

れかが混合 され る こ とに よ っ て 、それらの 味 を弱く

感 じる性質が ある。野村
6 ：1

は缶 コ
ー

ヒ
ー

の 色 とコ
ー

ヒ
ー

の 味との 問に何 らかの 形で、色の補色関係に似

た作用が生 まれ てい るかも しれ ない と述べ て い るが、

本研究 「味を表す言葉の イ メ
ー

ジ」 か らも、同様の

作用が生まれ て い るの か も しれ ない と考えられた。

　昨今、 2型糖尿病 の 増加や塩分の 過剰摂取に よる

生活習慣病の 増加、若年層 の 味覚異常等が報告され

て い る 。 今後我 々 は、消費者が食べ もの を購入 す る

際の パ ッ ケ
ー

ジ色として、またはダイ ニ ン グル ーム

の テ
ーブル ウェ アの色として、QOL 向上のための 1夬

適な食生活の 提案が で きれ 「、fと考 え て い る。
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